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公益財団法人トラスト未来フォーラム
１．（活動の報告）
  助成対象の調査・研究・活動等（以下、本事業）が終了した時は、1ヵ月以内に本事業の活動内容及び成果を纏めた報告書である「活動報告書」を提出して下さい。
また、助成期間が6ヶ月以上にわたる場合、6ヶ月に1回を目途に、その約6ヶ月間の活動内容やその後の計画等を記載した「中間報告書」を提出して下さい。

２．（収支の報告）
  本事業が終了したときは1ヵ月以内に「収支決算報告書」、「収支決算報告書細目」及び定められた領収書等の確証の写しを添付してご提出下さい。領収書等の確証書類は、助成期間中、整理保管していただき、「収支決算報告書」及び「収支決算報告書細目」をご提出いただく際に、その写しを添付して下さい。
　なお、「収支決算報告書」及び「収支決算報告書細目」の記入にあたっては裏面の「費目一覧」及び「収支報告書細目（記載例）」を参考にして、当該研究・活動に要した経費の全体を記載してください。

３．（成果の報告）
上記の報告書と共に、本事業（調査・研究等）の成果物（研究論文等）につきましても、終了後1か月以内に併せて提出してください。
なお、シンポジウム等の活動が助成の対象である場合は、その活動終了後に纏めた報告書類及びシンポジウム等開催時の配布資料、パンフレット等実施内容がわかるものを提出してください。
なお、ご提出いただいた成果物につきましては、その書類の全部または一部につき、ご了解を頂いたうえで、財団ホームページ上もしくはその他の方法をもって公表することがあります。

４．（報告の書式）
　中間報告書、活動報告書、収支決算報告書については、原則として財団ホームページ上で公開している当財団所定の書式でご提出下さい。また、成果の報告は特段様式等を定めておりませんので、適宜、書面もしくは電子ファイルにて論文等の成果物をご提出ください。

５．（成果の発表）
　本事業の成果を対外的に発表する場合は、当財団から助成を受けたものであることを必ず明示して下さい。また、ご論文等成果物を発表する際には、事前に当財団宛その旨をご連絡下さい。

６．（スケジュールの変更）
　本事業のスケジュールを変更するときは当財団にご相談下さい。

７．（助成金の返還請求）
本事業を中止する場合や、各種報告書を提出頂けない場合、また申請時等に虚偽の申告がある等といった場合には助成金の全部もしくは一部を返還して頂くことがあります。

【費目一覧】
	費 目
	説 明

	会議費
	・研究のための会議の際の会場費、茶菓代、弁当代等
・領収書等の確証の写し（以下、領収書(写)）を添付して下さい。

	旅費交通費
	・研究のための出張にともなう交通費、宿泊費等
・領収書(写)を添付して下さい。

	図書資料費
	・研究のための図書、資料購入費等
・領収書(写)を添付して下さい。

	謝金
	・共同研究者以外の外部の研究協力者や研究のために必要な作業に従事する臨時雇の者に対する謝金等
・領収書(写)を添付して下さい。

	その他
	委託費  
	・アンケート調査の実施・集計、データ処理等を外部に委託する経費等

	
	印刷複写費
	・研究のための調査表・集計表等の印刷費、書類の複写費、論文別刷代等

	
	機械器具備品費
	・この研究のための機械器具備品費
＊税込単価10万円を超える場合は事前にご相談ください。

	
	通信・運搬費
	・研究のための通信・運搬費

	
	消耗品費
	・この研究のための一般文具等消耗品

	
	翻訳料、速記料他
	・この研究のために必要な各種経費


    ※その他の各費目についても領収書（写）を添付してください。なお、領収書(写)については、１件当たり１万円未満のものであれば（在来線の電車運賃や公共バス乗車料金など領収書の徴求手続が難しいもの等）、添付を省略していただいても結構です。

＜留意事項＞
助成対象となる費目は研究に直接必要な経費に限りますので、以下の経費は助成対象外となります。
①申請者並びに共同研究者の人件費
②汎用性のある機器（パソコン、ファクシミリ、複写機等）の購入費
③申請者が所属する組織の間接費用（大学のオーバーヘッド等）
以　上
